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 研究結果   
 

 本 研 究 の 目 的 は 、 植 民 地 期 の 在 朝 日 本 人 が アイデンティティを形成しつつ朝鮮

人と日常的に接触した空間としての「学校」を背景として、在朝日本人と朝鮮人のお

互いの文化変容の過程と存在意義を理解することにあった。その為、1921年に設立さ

れた京城師範学校の活動状況と在学生･卒業生の人間関係を一つの研究対象に選んだ。 

1920～30年代の京城のほとんどの小･中等教育機関は、日本人向け学校と朝鮮人向け

学校に分かれていたが、京城師範学校だけは日本人と朝鮮人が一緒に修学できる教育

機関であった。 

 京城師範学校は、義務教育の拡充の担い手として教師/教員の育成を目的として設立

された。初代校長･赤木萬二郎の努力と朝鮮総督府の全面的な支援に支えられ、設立当

初から植民地朝鮮におけるトップクラスの教員養成機関であると同時にトップクラス

の中等教育機関と位置づけられていた。従って、多くの在朝日本人の二世とエリート

層の朝鮮人が学ぶことになった。1930年代以降、京城師範学校にも様々な儀式や行事

を通じて軍国主義的教育システムが導入されたものの、強いエリート意識を持った生

徒たちは、朝鮮人と日本人の違いを超えて「サボン(師範)」という連帯意識のもとに

学内外で活発なクラブ活動に専念した。例えば、「教育研究部」は1927年にペスタロ

ッチ百年祭記念講演会を企画･開催し、その後、毎年講演会を開催した。「童話研究部

」は京城の児童を対象に童話劇を上演した。また、「朝鮮語研究部」は朝鮮で最初の

『方言集』を発行した。それ以外にも、「美術部」や「音楽部」からは数多くの朝鮮

人芸術家を輩出している。 

更には、「第二のペスタロッチ」になって朝鮮の貧農の子供たちを救おうと云った

使命感を身に付けた彼らの多くは、教員という立場から朝鮮人としての使命を果たそ

うとした。彼らにとって、全ての朝鮮人が「教え子」だったのである。そうして、彼

らは卒業後、教員として初等教育に従事する一方、農村の精神的･実践的指導者となっ

た者も少なからずいた。 

以上が、本研究で明らかになった事実の概要である。 

 

一方では、京城師範学校の卒業生の卒業後の活動とそれに接した朝鮮人が受けた影

響力が、植民地朝鮮における支配体制の中でどのように位置付けられるのかと云うこ

とが、今後の研究課題として浮かび上がってきた。 
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